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な情報と器具を安全にお使い頂く説明事
。

り使用する。

クなどを使用する時はマニュアルに従っ
情報やセキュリティ情報が記載されて

同封してあるユーザーマニュアルと設定

に同封されてあるユーザーマニュアルと
を読む。
次に使用する人のために保管しておく。

は専門家向けに作られている器具なた
み使用可能。一般使用は出来ない。

市町村のゴミ出しの規定に従い廃棄物を
イドラインは以下の通り：

irective 2014/35/EU

 2014/30/EU

e 2011/65/EU
安全情報

思わぬ怪我や器具の破損を防ぐため、必ず注意
事項を守って使用する。

警戒標識や表示の説明

怪我や器具への破損の恐れ有り

電気ショック、火事の恐れ有り。怪我や器具へ
の破損の恐れ有り

警告！高温。表面温度が高い恐れ有り。火傷に
注意。

警告！光の放射強度に注意。目の損傷に注意。

注：その他の事項を守って使用する。

一般注意事項

• この書面には重要
項が記載されてある

• 必ず安全情報を守

• 付属品、電動ヨー
て使う。大事な安全
ある。

• ARRI® L-Series® に
マニュアルを読む。

• ARRI® L-Series®.
取り付けマニュアル
マニュアルはすべて

• ARRI® L-Series®.
め、資格がある人の

• 環境保護のため、
処分する。部品のガ

Low voltage d

EMC directive

RoHS directiv
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体に目に見える破損がある場合、使用
故障している部分を買い替えるか修理
をする場合は ARRI 認定のサービスセン
する。

修理しない。ARRI 認定のサービスセン
ナンスや修理を頼む。

45° C / 113° F ( ハイブリッドバー
° C / 95° F) を超えた場合、使用をや
に記載されてある”明細事項“ 情報を

を晒さない。環境に大きな温度変化が
電源を入れた時に温度差で結露が起こ
るため製品を 低２時間は使用しない。
なる。

視して使用しない。

ない。ハウジングを密閉している粘着
度剥がすと再度取り付けは出来ない。
られた場合保証が無効になる。
主な安全情報

製品のインストールやシステムの操作を始める前に
必ず安全情報と操作説明書を読み理解する。

ARRI に認められている正規の予備部品や付属品以外
使用しない。他の部品を勝手に使用した場合、思わ
ぬ事故や器具への破損が生じる可能性があり、保証
がきかなくなるため注意。

システムを使い始める前にすべてのケーブルと装置
に破損がないかを確認する。不良品は絶対に使用し
ない。以下の条件に当てはまる部品がないかを確認
する：

部品や照明自
を停止する。
をする。修理
ターに連絡を

部品を勝手に
ターでメンテ

製品の温度が
ジョン : 35
める。P.47
確認する。

雨や水に器具
生じた場合、
る可能性があ
故障の原因と

安全事項を無

製品を分解し
シールは、一
この行為が見

部品 破損の可能性

ハウジング、レンズ ヒビ、傷、変形

ケーブル ヒビ、傷、焦げ

コネクター ヒビ、傷、焦げ

ケーブルコネクター 破損

スレッド 破損
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！ケーブルを繋げる、もしくは取り外
製品の電源を切る。

用する前に、製品を使う環境の AC パ
に記載されてある電圧と周波数レンジ
る事を必ず確認する。AC パワーが合わ
対に器具を使用しない

属品）無しで製品を使用してはいけな
と製品のオーバーヒートにつながる。

調光モードになっていない時に、調光
くは調光チャンネルなどに器具を絶対
。誤って接続すると製品の故障に繋が
な原因で製品が故障した場合、保証期
る。

動している時ケーブルは絶対に本体か
。パワーケーブルを絶対に傾けない。
かった場合、水が出て漏電やショート、
ターに破損が生じる場合がある。

る前にすべてのケーブルを外す。

項を守らなかった場合、大きな事故で
場合死に至る可能性もある。製品自体
にも繋がる。
I 使用時の定期的な製品チェックとは別に、安全の
ため一年に一度 ARRI の専門家に製品や部品を細かく
チェックしてもらう事をお勧めする。チェックの際
にプロトコルを保管しておく。

具体的な安全情報

連続使用をすると表面温度とヒートシンクの温度が
上昇するので注意。扱う前に製品の温度が下がるま
で、クールダウンするまで待つ。

使用中は絶対に空気口とヒートシンクの表面を覆わ
ない。他の部品や機械から 低 0.5m/1.65ft の距離
を保つ。

警告！激しい光。絶対に光源を直接見ない。

他の照明器具のライトビームを、絶対に光源に向け
ない。製品自体を暖房器具に置かない。温度が上昇
しすぎると自動的に電源が切れるので注意。

警告！あぶみは必ず縦に吊るす、もしくは立てる。
横にするとあぶみの破損や変形の原因になる。

床面より高い位置で使用する際、製品と部品は必ず
固定して使用する。製品を使用している環境の安全
事項を確認して従う事。

絶対にケーブルを引っ張って照明器具を動かさない。
同様、絶対にケーブルを使って照明器具を吊るさな
い。

警告！高電圧
す前に必ず本

照明器具を使
ワーがラベル
に対応してい
ない場合は絶

スキッド（付
い。使わない

製品の設定が
システムもし
に接続しない
る。このよう
間は無効にな

照明器具が作
ら離しておく
以下を守らな
またはコネク

製品を移動す

以下の注意事
怪我や 悪の
の破損や故障
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イな環境の中で人物や物体を照らすため
。

使用する事。

使った場合、思わぬ事故や器具への破
ックなどの原因になる可能がある。勝手
。

ロッパの製品基準を満たしている。
２０１７年１１月より、NEUTRIK PowerCON True1 安
全情報を確認する。安全情報のマニュアルは
www.arri.com、ARRI のホームページから無料ダウン
ロードできる。„Safety leaflet ARRI lampheads“ 
(L5.40731.E)　をチェックする事。ARRI のウェブサ
イト、www.arri.com でリーフレットがダウンロード
出来る。

„Safety leaflet ARRI lampheads“ (L5.40731.E)　をチェッ
クする事。ARRI のウェブサイト、www.arri.com でリーフ
レットがダウンロード出来る。

光原の交換

この照明器具の光原は専門家、サービスエージェント、もし
くは製造業者以外交換をしてはいけない。

メンテナンス情報

• 製品の表面を溶剤や強い洗剤などで洗ったり拭いたりしな
い。

• 製品の汚れを落とす時は、刺激性の弱い洗剤を少量布につ
けて拭く。表面を強くこすらない：何度か軽く汚れ部分を
押さえる方法でほこりを除去する。

• 電気接点の部分は、綿棒を軽くイソポルピルアルコールに
浸して汚れを拭く。

• 電気接点はつねに清潔に保ち、腐食したパーツは取り替え
る。

用途

この照明器具はドラ
に作られた物である

必ず安全事項を守り

用途とは別の目的で
損、火事、電気ショ
に製品を改造しない

この照明器具はヨー

http://www.arri.com
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器具はビームを必要に応じて差し込んだ
出来る。L10 は広い範囲から引きながら
スポットライトを当てる時も、持続した
出来る。

の特徴

器具と同じく、L10 シリーズもビームを
変動する事が出来る。

した影は従来の Tungsten と Daylight 
徴である。 L10 Fresnel 照明器具は同じ
更に自然な光が追求されている。

域のライティング 

器と並ぶくらい、リアルな色演出が L10
ある。異なる肌の色、カメラセンサーや
する環境に L10-C のホワイトライトは対
全範囲で色混合が出来る事により、様々
フィルターが無くても可能になった。

ム

源体であるため、赤外線そして UV 放射
ち、熱を放たないので、照明を当てられ
過ごす事が出来る。
初めに

ARRI の L- シリーズから LED 照明器具を選んだ頂いてありが
とうございます。L10 は Fresnel の照明器具で、高精度のマ
イクロプロセッサーが装備されてある LED 光源である。

LED 光源は従来の Tungsten ランプが使われている光源と比べ
て遥かに効率が良い。LED 光源を使う事で以前の Fresnel 照
明より更に性能が上がり、簡単に差し替えが出来る。

新しい L シリーズの LED 照明器具は 新の LED 技術を従来の
Fresnel 照明器具と同様、簡単に扱えるのが魅力である。L10
はとてもスムーズに今まで通りの使い方が出来る。光学シス
テムは Fresnel の特徴を備えている上、非常になめらかな
ビームときれいな影を演出出来る。ハーフピークアングルは
15° から 50°まで継続的に調整出来る。

L10 が放つカラーライト、またはホワイトライトは色温度と
グリーン / マゼンタ彩度が調節可能。更に詳しい情報は P.47
の “明細事項” を参照。光スペクトルは 適化された色再
現が可能で、 新のデジタルカメラにも対応している。L10
モデルはすべて共通の DMX512-A プロトコル、もしくはフィ
クスチャーメニューから操作出来る。

AC電源を使ってL10を起動出来る。P.17の“電源”セク
ションで更に詳しい情報を参照。

機能

フォーカス

従来の Fresnel 照明
り当てたりする事が
光を当てる場合も、
フォーカス力が期待

多様性のあるビーム

従来の Fresnel 照明
必要と状況に応じて

平らな光照射野

きれいではっきりと
フィクスチャーの特
影の特性を持つが、

鮮やかな色、全波長

全波長域 Tungsten 機
の も優れた特徴で
ライティングが変化
応する事が出来る。
な色の演出をカラー

クールなライトビー

L10 シリーズは LED 光
はほぼ無い。すなわ
ている人も心地よく
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ュー

さ、色温度、プラス /マイナスグリー
などを調整出来るように L7 にはフィク
ついている。（使用可能な機能はバー

含まれている：

ンラインスイッチがついているパワー
ンによって形体が異なる）

ぶみ

コック

付属品の詳細は P.48 の “付属品” を
特徴

フォーカスノブ

TRUE BLUE® スタイルのフォーカスノブは少ない回転で正確、
尚かつすばやくフォーカス調整が可能となっている。フォー
カス調整がしやすいよう、両側にフォーカスノブがついてい
る。

スライディングスターアップ（あぶみ）

スライディングするあぶみは前方にある部品の細かい補強を
可能にさせる。

ヨーク

非常にコンパクトに作られているアルミ製のヨークは、重さ
がなくても強度を保つ事が出来る。オプションとして備え付
けの棒で操作出来るヨークは床から回転やティルトが可能に
なるため、多くのスタジオで好まれている。

ティルトロック（傾き錠）

高強度のティルトロックは、非常に安全なロッキングを保
証。動きや流出などを防ぎ、ライトビームが必ず向けた所か
ら動かないように支えている。

DMX- コントロール

DMX を通してすべての L10 の機能は操作出来る。L10 は RDM
でも操作可能で、設定したパラメーターとシステムステータ
スをレポートするフィードバックチャンネルも装備してい
る。

フィクスチャーメニ

マニュアルで色の強
ン、色合い、色彩度
スチャーメニューが
ジョンによる）

アンパッキング

L10 は以下のパーツが

• パワープラグとイ
ケーブル（バージョ

• スターアップ、あ

• 28mm スピゴット、

• 簡易説明書

オプションで使える
参照。
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ティルトロック、傾き錠

ティルトロックレバー、傾きロックレバー

フォーカスノブ

フィクスチャーメニュー
概要

あぶみブラケット

すピゴット、コック

トップラッチ

セーフティーキャッチ フォーカスノブ

ラッチ

あぶみ

コネクター

全面と背面の図、マニュアルバージョン
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パン、回転

ティルト、傾き

フォーカス

背面の図、P.O バージョン
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時

ードライバー

ft-lbs)

ぶみの位置が基本ポジション（後ろに傾
左右ついている Torx20 スクリューを少
ラケットを製品の方に引く。ティルト
レバーを緩め、あぶみを上向きに傾け

で滑らせる。安定する位置は、本体につ
置関係により多少変化する。Torx20 スク
ラケットを固定する。パーツを強く閉め
あぶみを固定したい場所まで傾け、てこ
を回してティルトロックをしっかり閉め

13mm の穴にスピゴットとディスタンス
レンスクリューとワッシャ、スプリング
ft-lbs トルクまでトルクレンチで締め
装備・設備

警告！ブラケットやクランプの故障を防ぐために照
明器具専用のセーフティーケーブルを必ず設置する。
あぶみにセーフティーケーブルを通しなるべくケー
ブルを短くして使う。 セーフティーケーブルの 高
荷重が付属品と本体の重さを含め、１０倍以上ある
事を確認する。明器具とすべての付属品を念入りに
セーフティーケーブルで補強し落下による怪我や故
障を防ぐ。

警告！装備の接合部はケーブルや他の器具をつなげ
る前に、必ず１０回以上不備がないかを確認する事。

注意！装備の設置、移動、使用の際には必ず足場が
安定している事を確認する。

重要！近い距離からディスプレイや Fresnel レンズ
を絶対に強い光で照らさない。ディスプレイと光エ
ンジンは強い光や急な温度の上昇で故障する可能が
ある。

あぶみを調整する

必要な道具

• Torx20 のスクリュ

• 10mm 六画レンチ

• トルクレンチ (37 

製品が届いた時のあ
いている）。あぶみの
し緩め、あぶみのブ
ロック（傾き錠）の
る。

あぶみが安定するま
いている付属品の位
リューとあぶみのブ
すぎないよう注意。
の原理を使いレバー
る。

スピゴットの固定

あぶみの中心にある
プレートを置く。ア
ワッシャを挿入し 37
る。



基
本

機
能

15

もしくはマウンティングクランプに取付
ューを緩めて回転する。スクリューを締
動きを防ぐ。ティルトロックを緩めて好
整する。ティルトロックレバーを締める
を防ぐ。

の調整

に位置するフォーカスノブを回転して
ねに調整出来る。レンズチューブ本体が
。主に二つの機能がレンズを守ってくれ

強く回しすぎた場合、レンズが破損しな
られている。

時にレンズチューブが勝手に出たり入っ
ォーカスギアには自己防止機能が付い

イン用の付属品

ターホルダー、もしくはスクリムを全面
事が可能：

についているボタンを強く押してトップ

ラケットにしっかり固定されるまで挿入
ャッチを指で少し傾け、補助する。
装置を固定する
• P14 の“設備／装置”を必ず読み、装備と付属品の固定
を進める：

• 高傾斜角度が上下 90°である事に注意する。

地上より高い位置で装備と付属品を設置する場合：

• トップラッチが閉じてある事、セーフティーキャッチが固
定されている事を確認する。

• 基本ポジションに三脚を設置する。三脚の 高荷重が装備
に対応している事を確認。

• 本体だけでなく、コードやその他の付属品の重さも必ず確
認！

• 警告！側面の重荷はスピゴットとあぶみの変形や破損につ
ながる！

www.arri.com から“Safety leaflet ARRI lampheads“ 
(L5.40731.E),” をダウンロードして必ず読む。

基本機能

回転と傾き

三脚のスクリュー、
けられているスクリ
める事で意図しない
みの位置に傾けて調
事で意図しない動き

光／ビームアングル

レンズチューブの下
ビームアングルをつ
出たり入ったりする
ている：

• フォーカスノブを
いよう限界点が定め

• 製品が傾いている
たりしないよう、フ
ている。

光形成とライトデザ

バムドアー、フィル
に取り付け使用する

• トップラッチの横
ラッチを開ける。

• 付属品を上からブ
する。セーフティキ

http://www.arri.com
http://www.arri.com
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ョン

ているオプションで L ７の設定とコ
る：

コントロール 形状 情報

yes yes page 18

yes no page 23

no yes page 29

no yes page 29

yes no
www.arri.com/

stellar/

1 ACパワーイン

2 DMXインプット

3 DMXスルー

4 USBコネクター

3 42
• トップラッチを閉じる。トップラッチのホックが挿入した
付属品のリングとしっかり固定されている事を必ず確認す
る。

DMX/RDM- インターフェイス

製品には DMX/RDM インターフェイスがある。5ピン XLR コネ
クターが DMX/RDM のデータのインプットとスループットを可
能にする。更に詳しい情報は、DMX/RDM データリンクのセク
ション、p. 24 の「DMX データリンク」を参照。

USB- インターフェイス

ファームウェアのアップロードとパラメーターの設定に使う
mini-USB コネクターが L製品に付いている。USB- インター
フェイスはエラーレポートのダウンロードやデータ設定など
に使う。ARRI ライティングサービスマネージャー ALSM のソ
フトウェアを使用して、設定やダウンロードが可能となる。
www.arri.com/lightingsoftware にアクセスすると無料でソ
フトウェアがダウンロード出来る。

ALSM のユーザーマニュアルで更に詳しい情報を見られる。ダ
ウンロード可能なパッケージの中にマニュアルが含まれてい
る。

電源を入れる

ラインパワースイッチを入れるか、製品の AC パワーにつな
げて器具を作動。初期化が終われば、使用可能となる。フィ
クスチャーメニューで作った設定、もしくは DMX に送られた
設定で製品は作動する。

コントロールオプシ

以下の表に記され
ントロールが出来

コネクターパネル

オプション

フィクスチャーメニュー

DMX

RDM

ALSM

Stellar App

1
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0 を組み込む事が出来る。パワーケーブ
電気コンセントをインストールする。
単に抜き差し出来るように、 L10 に電気

もしくは外部の電源スイッチは必ず製品
る事を確認する。

erCON®  True1 NAC3FX-W ケーブルコネク
ワーインプットケーブルが必要。ケーブ
の”仕様” を参照。

がある PowerCON®  ケーブルコネクター
ケーブルが付いている（p.48 の ”付属

コネクターの取り外しについて

のキーウェイとコネクターを並べる。
を優しくパワーインプットソケットに挿

をロックするには：

回転する

を外すには：

を後ろ向きに押し、ケーブルコネクター
。ケーブルコネクターをパワーイン
取り出す。
電源

警告！電気ショックから身を守るため、AC パワーで
作動している場合は必ず照明器具を地上に置いてつ
なげる。

重要！ AC パワーに照明器具が繋がっている際、絶対
に直接光が放たれているレンズを見ない。急に照明
がつく事がある。ARRI L10 は光強度が高いため、視
力の低下や眼の怪我につながるので注意。

重要！必ず ARRI L10 を直接 AC パワーにつなげる。
調光システムに繋げない。照明器具の故障の原因と
なるので注意。

AC パワー

L10 には自動的に AC パワーの供給に順応出来るオートセンシ
ングスイッチモードパワーがついている：

90 - 250 V ~, 50 - 60 Hz (nom.).

L10 を AC パワーとつなげる前に、必ず以下を確認する：

• フィクスチャーメニューの調光ノブが 0% になっている、

• DMX シグナルが DMX インプットにきていない。

ビルの電気配線に L1
ルに、環境に合った
L10 のコンセントを簡
を送る壁コンセント
の近くに位置してい

L10 は Neutrik®  Pow
ターがついているパ
ルの必要事項は p.47

ARRI は異なるプラグ
がついているパワー
品 ”を参照）

PowerCON®  ケーブル

インプットソケット
ケーブルコネクター
入する。

ケーブルコネクター

• 時計回りに９０度

ケーブルコネクター

• コネクターロック
を反時計回りに回す
プットソケットから
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が DMX インプットで検出された場合、
ーが青く光る。

機能がある：

ードの間で切り替わる（L10-C のみ）

オープン：メニューレベルの JUMP

機能がある：

は MEM2 を呼び出す点滅する矢印

オープン：メニューレベルの OPEN

ニューの操作、そして値を上げる機能を
でファストラン機能を起動。

メニューの操作、そして値を下げる機能
しでファストラン機能を起動。.

レベルを調整。
フィクスチャーメニュー

フィクスチャーメニューの概要

フィクスチャーメニューの特徴

POWER/STATUS(1) 表示：

DATA (2)

有効な DMX シグナル
DATA インディケータ

FUNCT (3)

FUNCT ボタンは二つの

• 通常運転：CCT と HSI モ

• フィクスチャーメニュー

ENTER (4)

ENTER ボタンは三つの

• 通常運転：MEM1 あるい

• フィクスチャーメニュー

• 設定を認証する

+ / [up] (5)

[up] (5) ボタンはメ
持っている。長押し

- / [down](6)

- / [down] ボタンは
を持っている。長押

INTENSITY (9)

回転するノブで強度

色 表示

緑 フィクスチャー電源オン。エラーなし。

赤点滅 (0,5s rhythm)* フィクスチャー温度上昇中

赤＊ フィクスチャーオーバーヒート

赤から緑に変化＊ フィクスチャー通常温度

赤点滅 (0,25s rhythm)* 校正データーロード中

*ステータス LED が赤い時、ディスプレイ灯は赤く光る。

1

2

34

5

6

7 89 10 11

12
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グリーン／マゼンタ彩度の設定

温度をつねに設定出来る。GN/SAT 回転
ゼンタ彩度がつねに設定出来る。

(e.g. +0.23) の左に表示されるまで + / 
[down] ボタンを押し続けて、グリーン／
確認。色温度はつねに表示されている

 (L10-C のみ )

調をつねに設定出来る。色彩度は GN/
設定出来る。

(e.g. 45) の左に表示されるまで + / 
[down] ボタンを押し続けて、彩度の値を
表示されている (e.g. 118°)。

るさ設定

どちらのモードでも明るさがつねに調

されるまで (e.g. 24%)+ / [up] or - / 
続ける。
CCT / HUE (10)

回転するノブで色温度 (CCT) もしくは色調を調整出来る
（L10-C のカラーモードのみの機能）。

GN / SAT (11)

回転するノブでグリーン／マゼンタ彩度、もしくは色の彩度
を調整（SAT は L10-C のカラーモードのみの機能）。

MEMORY 1 と MEMORY 2 (7 と 8)

メモリーを保管、作動する。

操作中はモードと 新の値が表示されている。 初のメ
ニューレベルでは INTENSITY, CCT/HUE (L10-C のみ )、そし
て GN/SAT(L10-C のみ )が + / [up]/- / [down] ボタンを使っ
て回復出来る。ENTER で確定出来る STATUS メニューは、次の
メニューレベルを呼び出し、そこにはオペレーション状況と
ライトエンジンの温度が表示される。DMX- バージョンと
Firmware- バージョンの連続作動時間を確認するためには 
ENTER を押し、更に次のメニューレベルを呼び出す。FUNCT
ボタンを押すとメニューレベルを移動出来る。

フィクスチャーメニューの詳細は

P26 の“ フィクスチャーメニュー“を確認。

オペレーションモードの設定 (L10-C のみ )

FUNCT ボタンを押して CCT モードと HSI モードを行ったり来
たり出来る。

CCT モードでは L7 は 適な色演出でホワイトライトを作成す
る。HSI モードでは L7 はカラーライトを作成する。色の彩度
が低い場合、L7 はホワイトライトを作成するが演色性は低下
する。

CCT モードで色温度と

CCT/HUE 回転ノブで色
ノブでグリーン／マ

GRN がディスプレイ
[up] もしくは - / 
マゼンタ彩度の値を
(e.g. 4.150K)。

HSI モードでの色設定

CCT/HUE 回転ノブで色
SAT 回転ノブでつねに

SAT がディスプレイ
[up] もしくは - / 
確認。色調はつねに

両方のモードでの明

INTENSITY 回転ノブで
整可能。

INTENSITY が左に表示
[down] ボタンを押し
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レイの左側に表示されるまで + / [up] も
 ボタンを押し続ける

。DMX が表示されるまで + / [up] もし
タンを押す

。CHAN が表示されるまで + / [up] もし
タンを押す

。現在の DMX アドレスが表示されてい

 - / [down] ボタンを押して DMX アドレ
アドレスを承認する時に ENTER を押す。
点滅して承認される。

てメニューから退出。

のシグナルの設定

のシグナルの設定方法：

イの左側に表示されるまで + / [up] も
ボタンを押す

。DMX が表示されるまで + / [up] もし
タンを押す

。LSIG が表示されるまで + / [up] もし
タンを押す

。現在の設定が表示されている
FAN モードの設定

フィクスチャーで FAN モードを設定出来る：

• SETUPが左に表示されるまで+ / [up] もしくは - / [down] 
ボタンを押し続ける。

• ENTER

• ボタンで確定。  FAN が表示されるまで + / [up] もしくは 
- / [down] ボタンを押し続ける。

• ENTER

• ボタンで確定。FAN モードの現在状況が表示されている。 

• + / [up] もしくは - / [down] ボタンを押して FAN モード
を選択 ( 下の表を参照 ). 選択したモードを ENTER ボタンで
確定。FAN モードはすぐに作動する。

• FUNCTボタンを２回押してメニューから退出。

DMX アドレスの設定
• SETUP がディスプ
しくは - / [down]

• ENTER ボタンで確定
くは - / [down] ボ

• ENTER ボタンで確定
くは - / [down] ボ

• ENTER ボタンで確定
る

• + / [up] もしくは
スを選択。選択した
DMX アドレスは３回

• FUNCT ボタンを押し

ロストビヘービアー

ロストビヘービアー

• SETUP がディスプレ
しくは - / [down]

• ENTER ボタンで承認
くは - / [down] ボ

• ENTER ボタンで承認
くは - / [down] ボ

• ENTER ボタンで確定

モード 詳細

LOW ファンは低い速度（静か）で作動中

VARI
ライトエンジンの温度でファンがコントロールされ
ている

HI45

45° C / 113° Fまでの温度で使用する時にこ

のモードを使用。ファンは 高速度で回転す

る。明るさは15%ほど抑えられる。
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ードを ENTER ボタンで確定。DMX モード
される

てメニューから退出。

ステータス表示の設定

ステータス表示を付けたり消したりする

イの左側に表示されるまで + / [up] も
ボタンを押す

。INDC が表示されるまで + / [up] もし
タンを押す

。現在の設定が表示されている

 - / [down] ボタンを押して ON、OFF の
選択してから ENTER ボタンで確定

ューから退出

報

を表示するには：

レイの左側に表示されるまで + / [up] 
n] ボタンを押す

。HOUR が表示されるまで + / [up] もし
タンを押す
以下のオプションも使用可能：

• HOLD：L10 の電源を切るまで、もしくは次の DMX データを
送信するまで 後に使用した DMX の設定が継続される .

• BOUT: L10 の強度が 0% に落ちる

• H2MF: 後に送信された DMX 設定が２分間有効。２分後に
L10 の強度は 0％に落ちる。２分以内に新たな DMX のデータ
を受け取った場合、そのデータが有効となる

• + / [up] もしくは - / [down] ボタンを押してロストビヘー
ビアーのシグナルを選択する。モードを選択して、ENTER ボ
タンで確定。オプションが３回点滅してから承認される。

• FUNCT ボタンでメニューから退出。

DMX モードの設定

フィクスチャーメニューを使って DMX モードを設定 :

• SETUP がディスプレイの左側に表示されるまで + / [up] も
しくは - / [down] ボタンを押す

• SETUP がディスプレイの左側に表示されるまで + / [up] も
しくは - / [down] ボタンを押す

• ENTER ボタンで確定。DMX が表示されるまで + / [up] もし
くは - / [down] ボタンを押す

• ENTER ボタンで確定。PROT が表示されるまで + / [up] もし
くは - / [down] ボタンを押す

• ENTER ボタンで確定。現在の DMX モードが表示されている

• + / [up] もしくは - / [down] ボタンを押して DMX モード

を選択。選択したモ
は３回点滅して承認

• FUNCT ボタンを押し

ディスプレイの光と

ディスプレイの光と
には：

• SETUP がディスプレ
しくは - / [down]

• ENTER ボタンで確定
くは - / [down] ボ

• ENTER ボタンで確定

• + / [up] もしくは
オプションを選択。

• FUNCT ボタンでメニ

フィクスチャー情

フィクスチャー情報

運転時間
• STATUS がディスプ
もしくは - / [dow

• ENTER ボタンで確定
くは - / [down] ボ
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新温度を表示するには：

レイの左側に表示されるまで + / [up] 
n] ボタンを押す

。温度が表示されるまで + / [up] もし
タンを押す（e.g.42.1 ℃）

てメニューから退出

表示するには :

レイの左側に表示されるまで + / [up] 
n] ボタンを押す

、OK と表示が出る。もしくは、エラー
（p. 30 の”エラーメッセージ “を参

ューから退出

レスと DMX モードの設定はフィクスチャーメ
を使って呼び出せる：

まで ENTER ボタンを長押しする（どのメ

しでデモモードを作動させる。
てデモモードの運転を開始
• ENTER ボタンで確定。現在の運転時間が表示されている
（e.g. 501h）

• FUNCT ボタンでメニューから退出

DMX プロトコルのバージョン

DMX プロトコルのバージョンを表示するには :

• STATUS がディスプレイの左側に表示されるまで + / [up] 
もしくは - / [down] ボタンを押す

• ENTER ボタンで確定。DMXV が表示されるまで + / [up] もし
くは - / [down] ボタンを押す

• ENTER ボタンで確定。現在のバージョンが表示されている
（e.g.3.1）

• FUNCT ボタンでメニューから退出

ファームウェアバージョン

ファームウェアバージョンを表示するには：

• STATUS がディスプレイの左側に表示されるまで + / [up] 
もしくは - / [down] ボタンを押す

• ENTER ボタンで確定。SW が表示されるまで + / [up] もしく
は - / [down] ボタンを押す

• ENTER ボタンで確定。現在のファームウェアバージョンが
表示されている（e.g.2.00.2）

新温度

ライトエンジンの

• STATUS がディスプ
もしくは - / [dow

• ENTER ボタンで確定
くは - / [down] ボ

• FUNCT ボタンを押し

エラーステータス

エラーステータスを

• STATUS がディスプ
もしくは - / [dow

• ENTER ボタンで確定

• エラーがなければ
コードが表示される
照）

• FUNCT ボタンでメニ

ショートカット

デモモードでは、DMX アド
ニューからショートカット

• JUMP が表示される
ニューも一緒）

• FUNCT ボタンの長押
ENTER ボタンを押し
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ール

５個の DMX モードが使用可能。調光コ
るベーシック DMX コントロールは 8 ビッ
も使われている DMX モードはモード１と

に、ARRI は 16 ビットモードと 16 ビット
ている DMX コントローラの同時使用を推
度である事で調光がよりスムーズになり
となる。

細かい )モードは大体のパラメーターで
ルを利用していて、8ビットモードと
時使用より、16 ビットの高い解像度を

チャンネルはファンクションの粗さの数
のチャンネルでその数値を 256 倍に増進

ューについている回転ノブで設定はいつ

強度、色温度、+/- グリーンと個々の
、グリーン、ブルーとホワイトの色調整
• + / [up] ボタンを押して DMX アドレスを設定

• - / [down] ボタンを押して DMX モードを設定

JUMP メニューは 後にボタンを押してから３秒経った後、そ
して ENTER ボタンを押した時に自動的に消える。

デモモード

デモモードでは L7 はすべての L７の機能を備えている：

• L10-TT と L10-DT: 色温度の調整、変更が出来る。強度を調
光ノブで調節。スピードは CCT ノブで 0-100% の値で調整
（60 s – 1 s）

• L10-C: 色スペクトル、もしくは色温度の設定と変更が出来
る。強度を調光ノブで調節。スピードは CCT ノブで 0-100%
の値で調整（60 s – 1 s）。GN ノブは彩度を設定し、色と色
温度を行ったり来たり出来る。GN が „0“の場合、色温度の
ループは作動する。GN ノブを時計回りに回すと彩度を 100%
まであげることが出来る。

• JUMP と FUNCT ボタンを同時に、もしくは FUNCT ボタンだけ
を押してデモモードを停止

デモモードの作動と停止はメニューから Setup -> DEMO とい
う手順で操作も可能。

Shift キー

メインメニューのみで使用出来るショートカット。ディスプ
レイで小さい矢印が点滅するまで ENTER ボタンを押す。ファ
クトリー設定のどちらかを Memory1 もしくは　Memory ２で
呼び出す。

DMX コントロ

DMX モード

L10 はモデルにより１
ンソールなどを使え
トモードを使用。
モード２。

一番良い結果のため
解像度をサポートし
奨している。高解像
的確な色調整が可能

Coarse/Fine( 粗い／
二つの DMX チャンネ
DMX コントローラの同
作り上げる。一つの
値を設定でき、細さ
出来る。

フィクスチャーメニ
でも変更出来る。

White と RGBW

このモードでは色の
チャンネルのレッド
が出来る。
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ンク

ントロールするには DMX データリンク

ンプットとアウトプットを可能にする
が L7 についている。両方のデフォルト

cold)

ot).

使わないが、インプットとアウトプッ
かっている。４と５ピンは追加データシ
、コネクションを通すために使う事が出

cold)

hot).

ドレススペースの条件によって、データ
ル）がすべてのプロダクトをコント

ない場合がある。同じ DMX アドレスに対
ロダクトをつなげて同じ行動を持たすの
の設定を個々でコントロールしたい場合
事が必要。

々で多くコントロールしたい場合は、追
クをセットアップする。
White（ホワイト）

シンプルなホワイトのみのモード。DMX コントローラの使用
出来るチャンネル数が限られている時に使うモード。色強
度、色温度と +/- グリーンを使える。

White & HSI（ホワイと HSI）

色強度、色温度、+/- グリーン、色調と色彩度がコントロー
ル出来る。この HSI モードでは色のアルゴリズムを使いライ
トエンジンの耐久力を計算しながら色の強度を調整している
ため、均等な色と光が実現可能となる。

RGBW

DMX チャンネルの数が限られている時に色調、色彩度と強度
がコントロール出来るシンプルなモード。

HSI

DMX チャンネルの数が限られている時に色調、色彩度と強度
がコントロール出来るシンプルなモード。

すべてのモードの更に詳しい情報は p. 32 “標準 CCT バ
リューを DMX バリューで表示 ”を参照。

事項：選択してある DMX モードの使用しているチャンネル数
に基づいて、DMX コントローラの振り当てを調整する事が必
要。必ずチャンネルの 大の数、DMX モード６の 14 チャンネ
ル、をきちんと割り当てる。

DMX データリ

DMX を L10 を使ってコ
が必要。

DMX と RDM 用データイ
5- ピン XLR ソケット
ソケットは：

Pin 1 = シールド

Pin 2 = データ - (

Pin 3 = データ + (h

４と５ピンは L5 では
トソケットの間に架
グナルが必要な場合
来る。

Pin 4 = データ - (

Pin 5 = データ + (

使うチャンネルのア
リンク（512 チャンネ
ロールするには足り
して、一つ以上のプ
も可能。プロダクト
は、単体でつなげる

プロダクト設定を個
加で DMX データリン
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正確なデータ送信

• RS-485 もしくは CAT 6 ネットワークケーブル用にデザイン
されたツイストペアケーブルを使う：標準のマイクケーブ
ルでは安定したデータを送信出来ない。300m の長さがある
24AWG ケーブルが適切。長時間使用する場合、重たいゲージ
ケーブルもしくはアンプを使う。

• DMX スプリッターを使い、データをスプリット出来る。RDM を使う
場合、RDM に適した RDM 用スプリッターを使用する。；

• すべての DMX データリンクに DMX ターミネーションプラグをイン
ストールする。RDM 機能で使用する場合、DMX データリンクを両側
で終了する。システム専門家に詳細を聞く。

データリンクをつなげる

• L10 のコントローラからデータインプット (maleXLR) と DMX
データアウトプットをつなげる。

• データアウトプット（female XLR）から次のプロダクトの
データインプットにデータリンクをつなげる。

• 120 Ohm, 0.25 Watt レジスターをデータ 1 hot (+) と cold 
(-) コンダクターをの間に繋げてデータリンクを終了させ
る。
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。ENTER ボタンを押してサブメ

ォルト = ボールド)

%を回した時、 新の強度レベルが表示される

み :

ノブを回した時、 新の色温度が表示される。

み (L10-C のみ ):

°(0-360°)を回した時、 新の色調が表示される。 

い m:

の％を回した時、 新のグリーン／マゼンダ値が表示

み ( L10-C のみ ):

の％を回した時、 新の彩度の数値が表示される。
フィクスチャーメニュー

ファームウェアバージョン 1.0

注目：ディスプレイにある小さい横向きの矢印はサブメニューを示している
ニューをアクセス。

Level 1 Level 2 Level 3 Level 4 説明(デフ

Intensity（強度） 調光ノブの

CCT
CCT モードの

Kの CCT/HUE

HUE（色調）
HUEモードの

CCT/HUE ノブ

GRN

CCT モードの

GRN/SAT ノブ

される。

SAT
HUE モードの

GRN/SAT ノブ
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ボタンを押してサブメニューをアクセ

ップとステータスモード以外では、２秒

ト操作可能。エラーなし。

ッセージ （p. 30 の” エラーメッ
を参照）

ェアバージョン

トコルのバージョン

ンジンの 新温度
ステータスメッセージ

ファームウェアバージョン 1.0

注目：ディスプレイにある小さい横向きの矢印はサブメニューを示している。ENTER
ス。

注目：次のファンクションが呼び出されるまでオプションはキープ出来る。セットア
後に適したモードに戻る。

Level 1 Level 2 Level 3 Level 4 説明

STATUS

OK プロダク

ERROR
エラーメ
セージ”

SW ファムウ

DMX V X.X DMX プロ

HOUR XXXX t 稼働時間

XX.X°C ライトエ



フ
ィ

ク
ス

チ
ャ

ー
メ

ニ
ュ

ー

28

押してサブメニューをアクセス。

ップとステータスモード以外では、２秒

ルト = ボールド)

を設定

がなくなるとDMX の値はキープされる

ルがなくなるとシステムが消える

がなくなった２分後システムが消える

アドレスを設定。MAX. スタートアドレス =512 
DMX モードでチャンネルが設定される

ーデフォルトをロードしない

ーデフォルトをロードする

エンスを作動

エンスを停止

のステータスインディケーターは ON のまま

ステータスインディケーター、そしてディスプレイが OFF

 LOW

 VARI

 HI45
セットアップメニュー

ファームウェアバージョン 1.0

注目：ディスプレイにある小さい横向きの矢印はサブメニューを示している。ENTER ボタンを

注目：次のファンクションが呼び出されるまでオプションはキープ出来る。セットア
後に適したモードに戻る。

Level 1 Level 2 Level 3 Level 4 説明(デフォ

SETUP

DMX

PROT P.001...P.015 DMX モード

LSIG

HOLD DMX シグナル

BOUT DMX シグナ

H2MF DMX シグナル

CHAN
1...512[-

Mode]

DMX スタート
– 選択した

FACT
NO ファクトリ

YES ファクトリ

DEMO
ON デモシーク

OFF デモシーク

INDC
ON ディスプレイ

OFF ディスプレイの

FAN

LOW Fan モード

VARI Fan モード

HI45 Fan モード



R
D
M
 
コ

マ
ン

ド

29

ングサービスマネー
SM

ービスマネージャーのユーザーマニュア
ングサービスマネージャーの情報を入
ブサイト、www.arri.com/lightingsoft-
I ライティングサービスマネージャーソ
からダウンロード出来る。
RDM コマンド

ARRI のホームページ、arri.com から RDM コマンドの概要と
完全マニュアルを無料でダウンロードする。

DMX

DMX プロトコル V3.4 はデフォルト設定になっている。 「L-
Series DMX プロトコル詳細」を ARRI のウェブサイト 
www.arri.com で無料ダウンロードする。

ARRI ライティ
ジャー AL

ARRI ライティングサ
ルにて ARRI ライティ
手する。ARRI のウェ
ware から無料で ARR
フトウェアバンドル

http://www.arri.com
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ら STATUS インディケーターが緑に光る。調光ノブを

“にして再度ライトエンジンを起動

エンジンのキャリブレーションを再度行う事で改善

HIにセットし、回転するかを確認。

1エラーは無視して良い。フィクスチャーメニュー

し修理が必要かを診断指定もらう。

たは BNTC の値に誤差が生じている（12° C / 54° 

ジャー ) どの温度センサーが故障しているかを確

とコントローラのエラーは改善出来ない。

目的。

目的。

したら STATUS が緑色に変わる。DMX の調光
にしてライトエンジンを復活させる
エラーメッセージ 

コード エラー 解決法

E.003
コントローラオーバーヒート .

STATUS 赤く光る

製品をクールダウンさせる。クールダウンができた

”0”にするか、もしくは強度の数値を DMX 上”０

E.004 ライトエンジンオーバーヒート E.003 参照

E.005 電源サプライオーバーヒート E.003 参照

E.006
ライトエンジンのキャリブレーショ

ンセンサー にエラー

警告：キャリブレーションデーターの損失。ライト

出来る。ARRI サービスに連絡。

E.007 無効な PWM バリュー計算 注目：製品に異常なし。エラーより通知目的

E.008 無効なバリュー E.007 参照

E.009 無効なバリュー E.007 参照

E.010
Fan エラー。ファンのスピードが低

下、もしくは停止。

機会の故障が確認するため、ファンを LOW もしくは

専門家のみ、テストと修理を行う事が出来る。

E.011
フィクスチャーメニューモジュール

が検出出来ない

フィクスチャーメニューが作動している場合、E.01

の LED がつかない、暗い場合、ARRI サービスに連絡

E.012
温度センサーが故障、または NTC の

数値が高すぎる

温度センサーが故障している、または個々の NTC ま

F）。エラーログを確認し (L シリーズサービスマネー

認。ARRI サービスに連絡。

E.013
コントローラーの目盛りデータに
欠陥、もしくは EEPROM エラー

警告：目盛りデータの損失。再校正を行わない
ARRI サービスに連絡する。

E.014 ワッチドッグエラー 注：製品は問題なく使用可能。エラーより通知

E.015 LED チャンネルに欠陥 注：製品は問題なく使用可能。エラーより通知

E.016 オーバーヒート
をクールダウンさせる。クールダウンが完了
ノブを “0”にする、あるいは強度を “0”
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れでも解決できない場合は、ARRI サービス

。エラーログを見て問題がどこで発生して

備があるときに起こる。

I サービスに連絡する。
E.018 PWM ドライバーなし
SkyPanel の電源を入れたり消したりする。そ
に連絡する。

E.020 エラーアップデート アップデート中にエラーが発生した時の警告
いるのかを見つける。

E.021 ファイルシステムなし フラッシュディスクのファイルシステムに不

E.024 5V なし スタートアップ時に 5V が検出できない。ARR

E.025 DMX データ不一致 DMX データ不一致（Master/Slave）

E.028 ライトエンジン不足 ライトエンジンが特定できない

E.029
DMX JSON 形状が不足、あるい
は起動時にエラー

エラー

E.030
New / Old エラー、新しいある
いは古い SPD2 と LE のみ許可
されている

新旧の要素が一つのフィクスチャーに混在

E.031 フィクスチャー設定のファクト
リーデフォルトに問題

ファクトリーデフォルト起動エラー

コード エラー 解決法
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リュー :

uneable)

uneable)
標準CCTバリューをDMXバリューで表示

CCT バリューを DMX% で計算するために

以下の方程式を使って CCT バリューを DMX% に、DMX% を CCT
バリューに計算する：

L10 モデル用の CCT バ

L10-TT (Tungsten T

CCTmin = 2.600 K

CCTmax = 3.600 K

L10-DT (Daylight T

CCTmin = 5.000 K

CCTmax = 6.500 K

L10-C

CCTmin = 2.800 K

CCTmax = 10.000 K

CCT-

Value
DMX-Value (8 bit) DMX-Value (16 bit)

L10- TT DT C TT DT C

3.200 K 153 -- 14 39.321 -- 3.670

5.600 K -- 102 99 -- 26.214 25.493

6.000 K -- 170 113 -- 43.712 29.098

6.500 K -- 100% 131 -- 65.535 33.685

CCTValue
CCTmax CCTmin–( ) DMXin percent×

100
----------------------------------------------------------------------------------------- CCTmin+=

DMXin percent
CCTrecent CCTmin–
CCTmax CCTmin–

------------------------------------------------- 100×=
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. . . . . . . . . . . . .ESTA DMX 512A

プデート . .USB インターフェイスと ALSM

. . . . . . . ブルー／シルバー、ブラック

. . . . . . . . . . . . . 合成ハウジング

ィング . . . . . . . . . . . . . .IP 20

. . . . . . . . . . . . . . . . . . .I

. . . . . . . . . . . . 28 mm スピゴット

. . . . . . . . . . . . . . . . +/- 90°

に保つ距離 . . . . . . 0,5 m (19.7 in.)

離 . . . . . . . . . . 1,0 m (39.4 in.)

 . . . . . . . Neutrik® PowerCON® True1

スルー . .5-pin, locking XLR コネクター

. . . . . . . . . . . . . . . Mini-USB-A

. . . . 100 - 240 V ~, 50 - 60 Hz (nom.)

オートセンシング、モードスイッチングパワーサプライ
明細事項

フィジカル

長さ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3 で写真を参照

重さ (マニュアルバージョン、付属品無し). . . . 19.0 kg (41.9 lbs.)

重さ (P.O.バージョン、付属品無し) . . . . . . 20,5 kg (44.1 lbs.)

ライトソース

タイプ . . . . . . . . . . . . . . . . ARRI LED Lightengine

Typ. LED lifetime L70. . . . . . . . . . . . . . . 50.000 h

ホワイトライト . . . . . . . . . 2.800 K - 10.000 K (L10-C)

 . . . . . . . . . . . . . . . . 2.600 K - 3.600 K (L10-TT)

 . . . . . . . . . . . . . . . . 5.000 K - 6.500 K (L10-DT)

カラーライト . . . . . . . . RGBW color mixing (only L10-C)

色演出インデックス . . . . . . . . . . . . . . typ. CRI >95

グリーン／マゼンタ彩度 +/- 1 (フルグリーンからフルマゼンタ)

光路

タイプ . . . . . . . . . . . . . . Fresnel, フォーカス可能

レンズ直径 . . . . . . . . . . . . . . . . . 274 mm / 10 “

ハーフピークアングル . . . . . . . . . . . . . 15° - 50°

ダイナミクファンクション
調光 . . . . . . . . . . . . . . . . . electronic, 0 - 100%

カラーミキシング . . . . . . . . . . RGBW カラーミキシング

. . . . . . . . . . . . . . . . . . (色調と彩度、 L10-Cのみ)

コントロールとプログラミング
DMX チャンネル. . . . . 3-16 チャンネル 、タイプとモードによって異なる

アドレスとセッティング  . . . . . . . . . . . . . . フィクスチャーメニュー, RDM, ALSM

DMXコンプライアンス. . . . . . . . . . . . . ESTA DMX 512A

RDM コンプライアンス

ファームウェアーアッ

構造

カラー . . . . . . 

ハウジング . . . . 

プロテクションレーテ

プロテクションクラス

装備

マウンティング . . 

向き . . . . . . . 

フィクスチャーの周り

光レンズと保つ 低距

コネクター

AC パワーインプット

DMXとRDMデータイン／

USB コネクター . . 

電気

AC パワー  . . . . 

パワーサプライ . . . . 
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スクなし正常な行動制限下で光生物学的危険

 cNRTLus, FCC, PSE

s with part 15 of the FCC Rules.

t to the following two conditions:

 not cause harmful interference, and

 accept any interference received, includ-
 may cause undesired operation.

テム

ブル

わる事がある。 新の設備情報、写

照

w.arri.com、もしくは ARRI サービスセ
。

標準パワー
230 V, 50 Hz . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 510 W

cos j. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . > 0.9

LED が 高強度で動いている時の計算

 +/- 10% の偏差が可能

ノイズエミッション

周囲温度 = 35° C (95° F) . . . . . . . . . . . < 20dB(A)

周囲温度 = 45° C (113° F). . . . . . . . . . . < 30dB(A)

サーマル

低周囲温度 (ta) . . . . . . . . . . . . . -20° C / -4° F)

高周囲温度 (ta) . . . . . . . . . . . . +45° C / 113° F

クーリング. . . . . . サイレント、温度でコントロールされたファンクーリング

承認
リスクグループ1 - リ

性はない。

CE, UKCA, CB, ENEC,

This Device complie

Operation is subjec

(1) This device may

(2) this device must

ing interference that

含まれているアイ
28 mm スピゴット

簡易説明書

パワーインプットケー

予告なく設備が変

真や詳細は

www.arri.com にて参

専門的な質問は、ww
ンターに問い合せる
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